








5.結論 

 学校集団検尿において発見時の男女比は 1:1,発見時年齢分布は 6-8 歳,9-11 歳，12-15

歳の比率が 1:1:2 と考えられた。 

 血尿症例のうち長期に通院を継続している者とそうでない者との間には,性別や発見時

年齢分布に差異が見られたがその予後に関しては差が認められなかった。したがって,長期

観察例の予後から血尿母集団の予後も推定し得るものと考えられた。 


